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運用報告書（全体版） 
第139期（決算日 2023年３月10日）第141期（決算日 2023年５月10日）第143期（決算日 2023年７月10日） 

第140期（決算日 2023年４月10日）第142期（決算日 2023年６月12日）第144期（決算日 2023年８月10日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「エマージング・プラス・成長戦略コース」は、2023年８月10日に第144期の決算を行ないましたので、
第139期から第144期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2011年８月31日から2026年８月10日までです。 

運 用 方 針 

主として、新興国の様々な資産を主要投資対象とする投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替

投資信託受益権を含みます。）および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに

投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢アッシュモア・エマージング・マーケッツ・ハイイールドプラス・ファンド・リミテッド アクティブ・エマージング・カレンシーズクラス」投資証券 

｢マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうこと

をめざします。 

 

＜641588＞ 

エマージング・プラス・成長戦略コース 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 
115期(2021年３月10日) 3,420 25 △ 1.7 － 98.4 5,012 

116期(2021年４月12日) 3,458 25 1.8 － 98.5 5,021 
117期(2021年５月10日) 3,545 25 3.2 － 97.8 5,060 
118期(2021年６月10日) 3,625 25 3.0 － 98.3 5,111 
119期(2021年７月12日) 3,473 25 △ 3.5 － 98.6 4,842 
120期(2021年８月10日) 3,410 25 △ 1.1 － 98.0 4,723 
121期(2021年９月10日) 3,365 25 △ 0.6 － 98.6 4,597 
122期(2021年10月11日) 3,207 25 △ 4.0 － 98.2 4,321 
123期(2021年11月10日) 3,189 25 0.2 － 98.5 4,242 
124期(2021年12月10日) 3,092 25 △ 2.3 － 98.6 4,075 
125期(2022年１月11日) 3,095 25 0.9 － 98.4 4,023 
126期(2022年２月10日) 3,073 25 0.1 － 98.5 3,967 
127期(2022年３月10日) 2,607 25 △14.4 － 98.4 3,352 
128期(2022年４月11日) 2,889 25 11.8 － 98.4 3,715 
129期(2022年５月10日) 2,750 25 △ 3.9 － 98.4 3,512 
130期(2022年６月10日) 2,856 25 4.8 － 98.5 3,634 
131期(2022年７月11日) 2,580 25 △ 8.8 － 98.6 3,276 
132期(2022年８月10日) 2,572 25 0.7 － 98.7 3,234 
133期(2022年９月12日) 2,646 25 3.8 － 98.4 3,320 
134期(2022年10月11日) 2,504 25 △ 4.4 － 98.7 3,126 
135期(2022年11月10日) 2,498 25 0.8 － 98.4 3,098 
136期(2022年12月12日) 2,518 25 1.8 － 98.6 3,110 
137期(2023年１月10日) 2,484 25 △ 0.4 － 98.7 3,058 
138期(2023年２月10日) 2,492 25 1.3 － 98.6 3,065 

139期(2023年３月10日) 2,505 25 1.5 － 98.3 3,087 

140期(2023年４月10日) 2,432 25 △ 1.9 － 98.4 2,983 
141期(2023年５月10日) 2,490 25 3.4 － 97.6 3,048 
142期(2023年６月12日) 2,547 25 3.3 － 98.4 3,108 
143期(2023年７月10日) 2,556 25 1.3 － 98.5 3,109 
144期(2023年８月10日) 2,610 25 3.1 － 98.6 3,157 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第139期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年２月10日 2,492 － 98.6 

２月末 2,530 1.5 98.4 

(期  末)    

2023年３月10日 2,530 1.5 98.3 

第140期 

(期  首)    

2023年３月10日 2,505 － 98.3 

３月末 2,466 △1.6 98.5 

(期  末)    

2023年４月10日 2,457 △1.9 98.4 

第141期 

(期  首)    

2023年４月10日 2,432 － 98.4 

４月末 2,467 1.4 98.5 

(期  末)    

2023年５月10日 2,515 3.4 97.6 

第142期 

(期  首)    

2023年５月10日 2,490 － 97.6 

５月末 2,492 0.1 98.5 

(期  末)    

2023年６月12日 2,572 3.3 98.4 

第143期 

(期  首)    

2023年６月12日 2,547 － 98.4 

６月末 2,642 3.7 98.4 

(期  末)    

2023年７月10日 2,581 1.3 98.5 

第144期 

(期  首)    

2023年７月10日 2,556 － 98.5 

７月末 2,635 3.1 98.5 

(期  末)    

2023年８月10日 2,635 3.1 98.6 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○運用経過 (2023年２月11日～2023年８月10日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2023年２月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、新興国のハイ・イールド社債、高配当株式、不動産に実質的に投資を行ない、安

定した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。また、主要通貨部分について、主要

通貨売り、成長通貨買いの為替取引を行なっております。成長通貨については、原則として新興国通貨の中か

ら複数通貨を適宜選定しております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・投資有価証券からクーポン、配当収入を得たこと。 

・新興国株式が上昇したこと。 

・新興国債券が上昇したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・米国金利が上昇したこと。  

作成期間中の基準価額等の推移 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

 

（新興国社債市況） 

新興国社債は期間の初めから上下動を繰り返しながら、期間末にかけて上昇しました。 
期間の初めは、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融引き締めの長期化の見通しから米国の長期金

利が上昇し、相対的に高金利の新興国債券の投資魅力が低下したことや、米国による中国の偵察気球の撃墜を

受けた米中間の対立の激化、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化を背景に、投資家のリスク回避姿勢が強

まったことなどが重しとなり、新興国債券市場は総じて下落しました。 
期間の半ばは、一部の新興国における主要閣僚の退任を受けた政策運営への懸念などが債券指数の重しと

なったものの、市場予想を下回る全米供給管理協会（ＩＳＭ）製造業景況感指数などを受けて米国の長期金利

が低下したことや、中国の市場予想を上回る国内総生産（ＧＤＰ）を受けた中国経済の回復期待から、投資家

のリスク選好姿勢が強まったことなどが支援材料となり、新興国債券市場は概して上昇しました。 
期間末は、ＦＲＢなど世界の主要中央銀行による金融引き締めの長期化が見込まれたことを背景に米国や

欧州の長期金利が総じて上昇し新興国からの資金流出が懸念されたことなどが重しとなったものの、一部の

新興国において政策金利が引き下げられたことや格付け会社による格上げ見通しとなったこと、原油、貴金

属、非鉄金属などの資源価格の上昇が産出国債券の支援材料となり、新興国債券市場は総じて上昇しました。 
 

（新興国株式市況） 

新興国株式は期間の初めから上下動を繰り返しながら、期間末にかけて僅かながら上昇しました。 

期間の初めは、中国当局への政策期待による中国景気の先行きに楽観的な見方などが支援材料となったも
のの、米国が撃墜した中国の偵察気球を巡り米中間の緊張関係が高まるとの警戒感や、米国当局による中国テ

クノロジー企業への規制強化観測、ＦＲＢによる早期の利上げ停止への期待の後退などが新興国株式市場の

投資家心理の重しとなり、株価は総じて下落しました。 

期間の半ばは、中国の購買担当者景気指数（ＰＭＩ）やＧＤＰなどの経済指標が市場予想を上回り世界景気
の悪化懸念が後退したことや、欧米主要国のインフレ指標が市場予想を下回ったことなどが新興国株式市場

の支援材料となる一方で、米国政権による米国企業の対中投資制限の観測から米中対立の激化が懸念された

ことや、欧米の中央銀行による利上げ継続が警戒されたことなどが新興国株式市場の重しとなり、新興国株式

市場はまちまちの動きとなりました。 
期間末は、中国メディアの財新の発表したサービス業ＰＭＩやＧＤＰなどの経済指標が市場予想を下回り、

中国景気の先行き不安が強まったことや、中国が半導体素材の輸出規制を発表し、米中間の対立が懸念された

ことなどが新興国株式市場の重しとなったものの、インドの鉱工業生産が市場予想を上回りインド経済の高

成長への期待が高まったことや、中国当局による景気対策への期待が高まるなか、中国共産党の中央政治局会
議で景気刺激策を追加する方針が示されたこと、南米のチリがインフレ鈍化を背景に利下げを開始したこと

などが支援材料となり、新興国株式市場は総じて上昇しました。 

 

（新興国不動産投資信託市況） 
新興国不動産株式および新興国不動産社債は下落しました。 

 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.03％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール市
場でもマイナス圏での取引が続き、－0.07％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.18％近辺から、日銀による国債買入れの継続など

を受けてマイナス圏での推移が続き、－0.11％近辺で期間末を迎えました。 
 

投資環境 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

 

（当ファンド） 

当ファンドでは、収益性を追求するため「アッシュモア・エマージング・マーケッツ・ハイイールドプラス・

ファンド・リミテッド アクティブ・エマージング・カレンシーズクラス」円建投資証券を高位に組み入れ、

「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 
（アッシュモア・エマージング・マーケッツ・ハイイールドプラス・ファンド・リミテッド アクティブ・エ

マージング・カレンシーズクラス） 

新興国の債券、株式、不動産に投資を行ない、インカム収益を確保しながらトータルリターンの最大化をめ

ざしました。 

ポートフォリオにおける各資産の組入比率は、概ね債券を５割～７割、株式を１割～３割、不動産を１割～

２割、その他（キャッシュなど）を０割～２割としました。また、各資産のうち、主要通貨部分について、主

要通貨売り／成長通貨買いの為替取引を行ないました。 

 
（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元本の安

全性を重視した運用を行ないました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ

た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第139期 第140期 第141期 第142期 第143期 第144期 

2023年２月11日～ 
2023年３月10日 

2023年３月11日～ 
2023年４月10日 

2023年４月11日～ 
2023年５月10日 

2023年５月11日～ 
2023年６月12日 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

当期分配金 25  25  25  25  25  25  

(対基準価額比率) 0.988％ 1.018％ 0.994％ 0.972％ 0.969％ 0.949％ 

 当期の収益 21  21  22  22  21  22  

 当期の収益以外 3  3  2  2  3  2  

翌期繰越分配対象額 1,172  1,168  1,165  1,163  1,159  1,157   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「アッシュモア・エマージング・マーケッツ・ハイイールドプラス・ファンド・リミテッド アク

ティブ・エマージング・カレンシーズクラス」円建投資証券を原則として高位に組み入れ、「マネー・アカウ

ント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 
（アッシュモア・エマージング・マーケッツ・ハイイールドプラス・ファンド・リミテッド アクティブ・エ

マージング・カレンシーズクラス） 

世界の成長にとって、米国は欧州よりも重要ですが、中国がより健全な成長ダイナミズムを取り戻すこと

は、世界の見通しにとって重要です。反循環的な政策が続いた後、中国の政策当局の焦点は経済成長に戻ろう

としています。2023年５月の製造業のデータが低調であったことと、国内の消費者心理を巡る懸念から、中国

政府は６月に政策金利を引き下げました。国務院会議では、政府高官がグリーンエネルギー／インフラストラ

クチャー／製造業をターゲットとした景気刺激策と、不動産セクターを支援するための追加政策によって内

需を拡大することについて議論しました。これは中国の消費者にとって有益なものになると予想されます。 

2022年10月以降、米ドルは弱含みで推移しており、2023年３月のシリコンバレー銀行（ＳＶＢ）危機の際の

リスク回避の対応など、さまざまな局面で反発の好機が訪れているものの、反発できずにいます。ＦＲＢによ

るタカ派（インフレ抑制的）的なサプライズや、中央銀行が非常にハト派的である中国や日本の通貨安にもか

かわらず、米ドルが弱いままであることは興味深いと考えています。新興国通貨の強さ、現地市場の回復力は、

多くの新興国諸国が自信を取り戻し、現地投資家や企業の財務担当者が現地通貨建ての預金口座に戻りつつ

あることを示しています。2023年後半には、クロスボーダーの資金流入もこれに続くと予想されます。 

メキシコは米国企業のリショアリング（国内回帰）の恩恵を受けており、インドとマレーシアは中国に代わ

る製造拠点としてのポジショニングに成功しています。インドネシアでは、ニッケルの下流加工が増加し、輸

出を増加させるとともに、持続可能な経常黒字を支えています。こうした動きは貿易の流れを支え、為替相場

の見通しを明るくすると考えます。また、いくつかの国には金融緩和の余地があり、現地企業の事業環境は改

善すると思われます。 

高債務国にとって資金調達状況は依然として厳しいものの、ようやくソブリン債務の解決に向けた議論（ザ

ンビアの共通枠組み合意など）に進展が見られ、融資能力拡大に関する国際的合意も得られました。これらの

決定により、最も必要とされる債務救済が即座に行なわれることになります。また、国際通貨基金（ＩＭＦ）

はすでに、パキスタンやアルゼンチンといったプログラム国への融資拡大を承認する動きを見せています。 

上記見通しのもと、新興国の債券、株式、不動産に投資を行ない、インカム収益を確保しながらトータルリ

ターンの最大化をめざします。また、各資産のうち、主要通貨部分について、主要通貨売り／成長通貨買いの

為替取引を行ないます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 
（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主要投資対象は、原則として、わが

国の国債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コールローンや金

銭信託などに投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 
今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。   
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○１万口当たりの費用明細 (2023年２月11日～2023年８月10日) 

項 目 
第139期～第144期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 11  0.415  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 3)  (0.136)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 7)  (0.262)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 0)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.036   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 1)  (0.034)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 12   0.451    

作成期間の平均基準価額は、2,538円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した経費率（年率）は2.08％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○売買及び取引の状況 (2023年２月11日～2023年８月10日) 

 

 

銘 柄 
第139期～第144期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
アッシュモア・エマージング・マーケッツ・ハイイールドプラス・ファンド・リミテッド アクティブ・エマージング・カレンシーズクラス 129,033 33,974 428,681 116,575  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第139期～第144期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・アカウント・マザーファンド 83 83 96 96 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2023年２月11日～2023年８月10日) 

 

＜エマージング・プラス・成長戦略コース＞ 

区       分 

第139期～第144期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 33 33 100.0 116 116 100.0 

 
 
 

＜マネー・アカウント・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友信託銀行株式会社です。 

 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年２月11日～2023年８月10日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年２月11日～2023年８月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2023年８月10日現在) 

 

銘 柄 
第138期末 第144期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

アッシュモア・エマージング・マーケッツ・ハイイールドプラス・ファンド・リミテッド アクティブ・エマージング・カレンシーズクラス 11,355,917 11,056,269 3,114,551 98.6 

合 計 11,355,917 11,056,269 3,114,551 98.6 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第138期末 第144期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・アカウント・マザーファンド 3,031 3,018 3,024 
 
（注） 親投資信託の2023年８月10日現在の受益権総口数は、465,176千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年８月10日現在) 

項 目 
第144期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 3,114,551 97.3 

マネー・アカウント・マザーファンド 3,024 0.1 

コール・ローン等、その他 84,782 2.6 

投資信託財産総額 3,202,357 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。   

親投資信託残高 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第139期末 第140期末 第141期末 第142期末 第143期末 第144期末 

2023年３月10日現在 2023年４月10日現在 2023年５月10日現在 2023年６月12日現在 2023年７月10日現在 2023年８月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 3,126,783,743   3,025,019,547   3,084,967,651   3,155,759,860   3,145,344,955   3,202,357,999   

 コール・ローン等 89,678,311   45,630,444   43,622,184   79,137,606   49,842,765   84,782,886   

 投資証券(評価額) 3,034,068,117   2,934,569,911   2,973,600,727   3,059,663,412   3,064,647,794   3,114,551,093   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 3,037,315   2,994,936   2,972,557   3,024,322   3,024,322   3,024,020   

 未収入金 －   13,531,939   36,609,324   13,934,520   －   －   

 未収配当金 －   28,292,317   28,162,859   －   27,830,074   －   

(B) 負債 39,264,856   41,285,005   36,822,716   47,037,760   35,526,399   44,773,539   

 未払収益分配金 30,808,961   30,671,141   30,607,845   30,508,074   30,414,191   30,240,573   

 未払解約金 5,381,664   7,252,648   2,736,183   12,674,721   1,373,313   10,269,051   

 未払信託報酬 1,992,347   2,129,062   2,099,116   2,311,791   2,052,902   2,255,511   

 未払利息 57   2   69   107   27   166   

 その他未払費用 1,081,827   1,232,152   1,379,503   1,543,067   1,685,966   2,008,238   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,087,518,887   2,983,734,542   3,048,144,935   3,108,722,100   3,109,818,556   3,157,584,460   

 元本 12,323,584,490   12,268,456,642   12,243,138,219   12,203,229,805   12,165,676,595   12,096,229,250   

 次期繰越損益金 △ 9,236,065,603   △ 9,284,722,100   △ 9,194,993,284   △ 9,094,507,705   △ 9,055,858,039   △ 8,938,644,790   

(D) 受益権総口数 12,323,584,490口 12,268,456,642口 12,243,138,219口 12,203,229,805口 12,165,676,595口 12,096,229,250口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 2,505円 2,432円 2,490円 2,547円 2,556円 2,610円 
 

（注） 当ファンドの第139期首元本額は12,304,517,508円、第139～144期中追加設定元本額は348,350,031円、第139～144期中一部解約元本額

は556,638,289円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第139期0.2505円、第140期0.2432円、第141期0.2490円、第142期0.2547円、第143期0.2556円、第144期0.2610

円です。 

（注） 2023年８月10日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は8,938,644,790円です。 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○損益の状況 

項 目 
第139期 第140期 第141期 第142期 第143期 第144期 

2023年２月11日～ 
2023年３月10日 

2023年３月11日～ 
2023年４月10日 

2023年４月11日～ 
2023年５月10日 

2023年５月11日～ 
2023年６月12日 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 28,231,146   28,226,063   28,137,965   28,008,187   27,798,197   27,635,110   

 受取配当金 28,231,708   28,226,582   28,139,339   28,010,212   27,800,645   27,637,716   

 受取利息 4   16   －   －   －   －   

 支払利息 △          566   △          535   △        1,374   △        2,025   △        2,448   △        2,606   

(B) 有価証券売買損益 21,443,818   △   85,094,789   75,222,596   75,520,539   15,445,022   70,676,370   

 売買益 21,672,150   908,714   75,636,757   75,704,504   16,059,914   71,187,565   

 売買損 △      228,332   △   86,003,503   △      414,161   △      183,965   △      614,892   △      511,195   

(C) 信託報酬等 △    2,142,829   △    2,289,865   △    2,257,661   △    2,486,405   △    2,207,954   △    2,588,577   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 47,532,135   △   59,158,591   101,102,900   101,042,321   41,035,265   95,722,903   

(E) 前期繰越損益金 △6,688,765,694   △6,608,364,054   △6,651,249,073   △6,524,359,951   △6,409,476,382   △6,336,070,687   

(F) 追加信託差損益金 △2,564,023,083   △2,586,528,314   △2,614,239,266   △2,640,682,001   △2,657,002,731   △2,668,056,433   

 (配当等相当額) (  1,448,164,072)  (  1,437,923,590)  (  1,430,231,174)  (  1,422,495,341)  (  1,414,963,227)  (  1,402,880,742)  

 (売買損益相当額) (△4,012,187,155)  (△4,024,451,904)  (△4,044,470,440)  (△4,063,177,342)  (△4,071,965,958)  (△4,070,937,175)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △9,205,256,642   △9,254,050,959   △9,164,385,439   △9,063,999,631   △9,025,443,848   △8,908,404,217   

(H) 収益分配金 △   30,808,961   △   30,671,141   △   30,607,845   △   30,508,074   △   30,414,191   △   30,240,573   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △9,236,065,603   △9,284,722,100   △9,194,993,284   △9,094,507,705   △9,055,858,039   △8,938,644,790   

 追加信託差損益金 △2,567,818,692   △2,591,263,280   △2,617,323,765   △2,643,854,578   △2,661,038,130   △2,671,389,689   

 (配当等相当額) (  1,444,368,463)  (  1,433,188,624)  (  1,427,146,675)  (  1,419,322,764)  (  1,410,927,828)  (  1,399,547,486)  

 (売買損益相当額) (△4,012,187,155)  (△4,024,451,904)  (△4,044,470,440)  (△4,063,177,342)  (△4,071,965,958)  (△4,070,937,175)  

 繰越損益金 △6,668,246,911   △6,693,458,820   △6,577,669,519   △6,450,653,127   △6,394,819,909   △6,267,255,101   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2023年２月11日～2023年８月10日）は以下の通りです。 

項 目 
2023年２月11日～ 
2023年３月10日 

2023年３月11日～ 
2023年４月10日 

2023年４月11日～ 
2023年５月10日 

2023年５月11日～ 
2023年６月12日 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 27,013,352円 25,936,175円 27,523,346円 27,335,497円 26,378,792円 26,907,317円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,448,164,072円 1,437,923,590円 1,430,231,174円 1,422,495,341円 1,414,963,227円 1,402,880,742円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,475,177,424円 1,463,859,765円 1,457,754,520円 1,449,830,838円 1,441,342,019円 1,429,788,059円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 1,197円 1,193円 1,190円 1,188円 1,184円 1,182円 

g. 分配金 30,808,961円 30,671,141円 30,607,845円 30,508,074円 30,414,191円 30,240,573円 

h. 分配金(１万口当たり) 25円 25円 25円 25円 25円 25円 

 
上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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エマージング・プラス・成長戦略コース 

○分配金のお知らせ  

 第139期 第140期 第141期 第142期 第143期 第144期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 25円 25円 25円 25円 25円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2023年２月11日から2023年８月10日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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Bonds

Bahrain

 56,686,212
Brazil

 622,970,741
Chile

 67,534,054
China

 126,540,021

 112,950,780
Ecuador

 124,554,202
Ghana

 106,327,383
Guatemala

 14,062,361
Indonesia

 49,240,601
Israel
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Bonds (continued)

Israel (continued)

 243,746,997
Mexico

 353,184,416
Morocco

 53,146,002
Oman

 167,802,254
Panama

 183,742,778

 173,015,613
South Africa

 223,328,717
Turkey

 112,155,406

 144,221,115

 40,154,806

 2,975,364,459

Brazil
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Brazil (continued)

 43,190,850
China

 244,769,486

 6,855,196
Hong Kong

 12,352,099
India

 59,284,097
Indonesia

 12,616,938
Mexico

 29,430,744
Russia
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 25,144,642
South Africa

 13,645,414
South Korea

 52,888,045
Taiwan

 90,798,806

 19,466,510

 5,748,588

 616,191,415

Real estate investment trusts

Mexico

 4,221,639

Total real estate investment trusts  4,221,639

 3,595,777,513

Total investments  3,595,777,513
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Forward foreign exchange contracts

Unrealised gain on forward foreign exchange contracts (2021 )  45,820,416
Unrealised loss on forward foreign exchange contracts (2021 )  (28,946,946)

Total net unrealised gain on forward foreign exchange contracts (2021 )  16,873,470

Total investments and forward foreign exchange contracts (2021 )  3,612,650,983

Market value  
JPY

% of net 
assets

Net assets*  4,018,372,685

s**
Market value    

JPY

2,975,364,459
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